
5．15沖縄平和行進 普天間基地を南北から包囲

『『基基地地ののなないい沖沖縄縄』』訴訴ええ
歩歩くくここととでで知知るる平平和和のの重重みみ

沖
縄
の
日
本
復
帰
52
年
に
合
わ
せ
て
、
5
月
18
日
に
宜
野
湾
市
で

「
5
・
15
平
和
行
進
」
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
南
北
二
手
に
分
か

れ
米
軍
普
天
間
基
地
の
周
囲
を
行
進
し
、「
基
地
撤
去
」
を
訴
え
た
。

2
1
9
0
人
の
参
加
者
は
、

宜
野
湾
市
役
所
を
出
発
し
、
同

市
立
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
約
3
時

間
か
け
て
歩
い
た
。

南
コ
ー
ス
は
、
2
0
0
4
年

に
米
軍
が
墜
落
し
た
沖
縄
国
際

大
学
前
を
通
過
。
参
加
者
は
、

事
故
当
時
、
米
軍
が
強
引
に
規

制
線
を
張
り
、
大
学
当
局
・
市

当
局
・
警
察
・
消
防
を
排
除

し
、
徹
底
的
な
報
道
統
制
を
し

た
過
去
を
思
い
返
し
た
。

北
コ
ー
ス
は
、
普
天
間
飛
行

場
の
野
嵩
ゲ
ー
ト
や
大
山
ゲ
ー

ト
沿
い
を
歩
き
、「
普
天
間
の

爆
音
を
止
め
ろ
」「
辺
野
古
新

基
地
建
設
反
対
」
な
ど
と
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
た
。

行
進
後
は
「
平
和
と
く
ら
し

を
守
る
県
民
大
会
」
が
開
か

れ
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
や
沖
縄

選
出
の
国
会
議
員
ら
が
登
壇
。

玉
城
知
事
は
「
沖
縄
戦
の
教
訓

を
正
し
く
次
世
代
に
伝
え
、
平

和
を
希
求
す
る
沖
縄
の
心
『
ち

む
ぐ
く
る
』
を
世
界
に
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

大
会
の
終
盤
に
は
平
和
へ
の

祈
り
を
込
め
て
「
月
桃
」（
関

連
記
事
左
囲
み
）
を
合
唱
。
基

地
の
な
い
沖
縄
、
戦
争
の
な
い

世
界
の
実
現
に
力
を
尽
く
す
こ

と
を
誓
っ
た
。

平
和
行
進
き
っ
か
け
に
沖
縄
へ
の
理
解
深
め
た
い

三
重
県
本
部
は
例
年
、
青
年

部
を
中
心
に
行
進
に
参
加
。
今

年
は
60
人
が
南
コ
ー
ス
を
歩
い

た
。
今
回
初
め
て
参
加
し
た
と

い
う
県
職
労
組
合
員
の
女
性

（
25
才
）
は
、「
普
段
本
土
に

い
る
と
基
地
問
題
の
実
情
な

ど
、
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

だ
が
、
沖
縄
の
課
題
は
本
土
に

も
責
任
が
あ
る
。
帰
っ
た
ら
青

年
部
の
み
ん
な
に
今
日
の
こ
と

を
共
有
し
た
い
」
と
話
し
た
。

県
本
部
青
年
部
で
書
記
長
を

務
め
る
女
性

組
合
員
（
29

才
）
は
、
昨

年
に
続
き
2
回
目
の
参
加
。

「
行
進
中
、
手
を
振
っ
て
く
れ

た
人
も
い
た
が
、
一
方
で
は

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
う
る
さ

い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
ひ
と

り
よ
が
り
の
活
動
に
な
ら
な
い

よ
う
、
気
を
付
け
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
」。
そ
し
て
、「
平
日

は
オ
ス
プ
レ
イ
の
騒
音
が
う
る

さ
く
、
こ
こ
で
の
生
活
は
大
変

だ
と
感
じ
た
。
今
回
の
参
加
を

な
ん
と
な
く
で
終
わ
ら
せ
る
の

で
は
な
く
、
帰
っ
た
あ
と
も
沖

縄
の
情
報
に
触
れ
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
続
け
た
。

南
コ
ー
ス
を
歩
く
参
加
者
。
こ
の
日
、
平

和
行
進
を
意
識
し
て
か
オ
ス
プ
レ
イ
は
飛

ば
ず
（
写
真
上
）。
三
重
県
本
部
青
年
部

は
60
人
が
参
加
。
歩
い
て
基
地
の
大
き
さ

を
実
感
し
た

解解
説説
：：
沖沖
縄縄
をを
めめ
ぐぐ
るる
33
つつ
のの
日日
付付

沖縄に初夏を告げる
「月桃」の花（写真）。月桃が薫る初夏は、沖
縄が平和への決意を新たにする季節だ。
4月28日は1952年、サンフランシスコ平和
条約発効の日。日本は主権を回復したが沖
縄は切り離され、米国統治下に置かれた。
5月15日は1972年、沖縄が日本に「復帰」
した日。基地のない平和な暮らしを取り戻
す沖縄の願いは踏みにじられ、過剰な基地
負担が今なおのしかかっている。
6月23日は1945年、沖縄の日本軍が組織的
抵抗を終えたとされる日。「慰霊の日」と
呼ばれ、沖縄県主催の戦没者追悼式が、糸
満市・摩文仁の丘で開かれる。

4．28
5．15
6．23

「
財
政
再
建
」の
苦
節
19
年

地
域
再
生
に
向
か
う
夕
張
市

4月11日、石上委員長を先頭に自治労「夕張市財政再建」対策委員会が夕
張市を激励訪問した。北海道夕張市は「財政再建団体」として現在も国の
指定を受ける唯一の自治体。負債総額は632億円だ。2006年に自主再建を
断念してはじまった苦難の道のりは、19年目となる。

夕張市が財政破綻に至った根本的
な原因は、国のエネルギー政策転換
による炭鉱の閉山、雇用対策として
の観光事業への着手などだ。とくに
4000戸もの炭鉱住宅を市営化したこ
と、採掘場が分散しているため行政
面積が極めて広く、道路や水道、救
急防災体制の整備・維持費が類似団
体と比較しても想定をはるかに超え
る額となったことが大きい。
国の政策転換による代償を夕張市

のみに負わせるべきではない。自治
労は政党や省庁要請を展開する一
方、カンパを実施するなど、夕張を
支援してきた。
夕張市民、夕張市役所の仲間たち

の負担は想像を超えるものだった。

市職員は半数、賃金は4割減とされ
た。夕張市職労委員長らは当時を振
り返り、「辞めるも地獄、残るも地
獄」と表した。市の人口も2007年の
約1万2，000人から現在では6，000人
程度とほぼ半数近くに減少。上下水
道代も札幌市の倍以上だ。企業を市
内に誘致するも、コロナ禍に見舞わ
れ、企業の縮小や工場閉鎖などにも
直面している。
再生計画終了予定の2027年3月は

目前に迫る。職員の給与削減率も6
％にまで回復した。「今後は必要な
職員を確保し、財政再建一辺倒から
地域再生との両立へ向かいたい」と
展望を語る市職労執行部の表情は、
明るい。

厚谷司夕張市長（右）を激励する石上千博自治労委員長

ご意見
フォーム自治労HP
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自治労HP

【プロフィール】
上野友里子（うえのゆりこ）

法対労安局長
74年生まれ。1992年に徳島県
国民健康保険団体連合会に入
職。単組委員長、県本部副委
員長、財政局長を経て、第97
回定期大会で中央執行委員に
就任。

上野法対労安局長がポイント解説
活
用
し
よ
う
安
全
衛
生
月
間
ポ
テ
ッ
カ
ー

キャッチコピーを募集し、22県本部1社
保労連から、安全分野では924作品、衛生
分野では763作品の応募があった。※「衛
生分野」については、春闘重点課題のカス
タマーハラスメントをテーマに募集した。

自治労作成の「カスハラ対策マ
ニュアル」「パワハラ対策マニュア
ル」は左QRコードからダウンロー
ドできる。職場環境を見直す際の
指針として、ぜひ活用してほしい。

「職場巡視」からはじめる
安安全全衛衛生生活活動動をを全全単単組組でで

―
「
安
全
衛
生
月
間
」
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

上
野

自
治
労
で
は
、
安
全
で

快
適
な
職
場
環
境
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、
7
月
の
安
全
衛
生
月

間
を
中
心
に
、
安
全
衛
生
活
動

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。「
職
場
点
検
活
動
の
て
び

き
」
な
ど
を
活
用
し
、
今
年
も

安
全
衛
生
活
動
を
推
進
・
強
化

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

―
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
め
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
？

上
野

労
働
安
全
衛
生
法
で
一

定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
安
全
委
員
会
ま
た
は
衛
生

委
員
会
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
委
員

会
を
活
用
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
い
て
も
、
実
質

的
に
機
能
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
職
場
点
検
・
巡
視
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
年
間
計
画
の
作
成

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

委
員
会
の
設
置
義
務
が
あ
る

の
に
未
設
置
の
場
合
は
、
当
局

に
違
法
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

必
ず
設
置
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

―
な
か
な
か
活
動
に
取
り
組
め

て
い
な
い
単
組
も
あ
り
ま
す
。

単
組
が
取
り
組
め
る
活
動
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

上
野

ま
ず
は
月
1
回
の
安
全

衛
生
委
員
会
の
開
催
を
求
め
、

職
場
点
検
・
巡
視
か
ら
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

職
場
点
検
・
巡
視
は
、
日
常

に
潜
ん
で
い
る
「
危
険
」
を
発

見
し
、
改
善
を
は
か
る
取
り
組

み
で
す
。
執
務
室
や
作
業
場
の

安
全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り

や
、
過
重
労
働
の
実
態
を
把
握

し
、
業
務
改
善
や
人
員
を
確
保

す
る
こ
と
が
、
労
働
災
害
の
発

生
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

職
場
点
検
・
巡
視
の
結
果
や
協

議
を
踏
ま
え
て
改
善
さ
れ
た
内

容
を
職
場
全
体
に
報
告
し
、
変

化
を
「
見
え
る
化
」
し
て
み
る

の
も
、
安
全
衛
生
に
関
す
る
意

識
の
向
上
に
役
立
ち
ま
す
。

―
最
後
に
、
組
合
員
の
み
な
さ

ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

上
野

労
働
者
の
安
全
と
健
康

の
確
保
、
快
適
な
職
場
づ
く
り

に
む
け
て
、
安
全
衛
生
は
賃
金

や
労
働
条
件
と
並
ぶ
労
働
組
合

の
重
要
課
題
で
す
。

7
月
の
安
全
衛
生
月
間
で

は
、
全
単
組
に
お
い
て
取
り
組

み
の
強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
っ
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。

自
治
労
は
毎
年
7
月
を
「
安
全
衛
生
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
全

職
場
・
全
員
参
加
の
安
全
衛
生
活
動
を
進
め
て
い
る
。
強
化
月

間
に
先
立
ち
、
上
野
法
対
労
安
局
長
に
話
を
聞
い
た
。

5
月
18
日
、
連
合
主
催
の「
医
療
・
介

護
フ
ェ
ス
2
0
2
4
」が
開
催
さ
れ
た
。

東
京
・
日
本
教
育
会
館
を
会
場
に
ウ
ェ

ブ
併
用
で
行
わ
れ
、
自
治
労
か
ら
は
衛

生
医
療
評
、
社
福
福
祉
評
を
中
心
に
約

1
2
0
人
が
参
加
。
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
労
協
な
ど
か
ら
も
医
療
・

介
護
職
場
の
組
合
員
ら
が
参
加
し
、
会

場
に
は
約
2
5
0
人
が
集
ま
っ
た
。

フ
ェ
ス
第
2
部
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
自
治
労
か
ら
原
尾
健
作
さ
ん

（
衛
医
評
・
長
崎
県
本
部
）、
天
本
敬
久

さ
ん
（
社
福
評
・
愛
知
県
本
部
）
の
2

人
が
登
壇
し
発
言
し
た
（
写
真
）。

フ
ェ
ス
の
最
後
に
は
、
今
春
闘
で
の

賃
上
げ
の
流
れ
を
医
療
・
介
護
の
現
場

に
も
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
を
め
ざ
す
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

現場報告と決意表明をした天本さんと原尾さん（壇上右テーブル） 自
治
労
は
5
月
24
日
、東
京
・
日
比
谷
野
音

で
第
44
回
全
国
町
村
職
総
決
起
集
会
を
開
催

し
、
6
0
0
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
集
会

は
、
こ
れ
ま
で
春
闘
勝
利
の
決
起
集
会
と
し

て
2
月
に
開
催
し
て
き
た
が
、
今
年
か
ら
は

位
置
づ
け
を
「
6
月
人
員
確
保
闘
争
の
推

進
」
に
変
更
。
5
月
末
の
開
催
と
な
っ
た
。

集
会
で
は
、
自
治
労
本
部
・
石
上
委
員
長

と
宮
脇
拓
也
議
長（
三
重
・
明
和
町
職
労
）の

あ
い
さ
つ
、
自
治
労
本
部
・
伊
藤
書
記
長
の

「
人
員
確
保
闘
争
の
方
針
」
の
提
起
、
前
日

の
総
務
省
要
請
行
動
の
報
告
な
ど
の
後
、
3

ひ

が

単
組
が
決
意
表
明
。
比
嘉
匠
さ
ん
（
沖
縄
・

恩
名
村
職
労
）、矢
野
智
雄
さ
ん
（
福
岡
・
岡

垣
町
職
労
）
と
同
特
別
執
行
委
員
で
福
岡
県

議
の
豊
福
る
み
子
さ
ん
、
蓑
島
真
吾
さ
ん

（
石
川
・
能
登
町
職
労
）
が
決

意
を
述
べ
た
。

集
会
後
、
国
会
請
願
行
動
を

行
い
、衆
参
議
面
前
で「
必
要
な

人
員
の
確
保
」「
町
村
低
賃
金
の

改
善
」「
地
方
財
政
の
充
実
」
な

ど
を
、
立
憲
民
主
党
を
は
じ
め

と
す
る
国
会
議
員
に
要
請
し
た
。

『
人
員
確
保
』
を
中
心
課
題
に

行
動
配
置
を
今
年
か
ら
5
月
へ

連合「医療・介護フェス2024」

医療・介護の現場にも賃上げの波を

石川・能登町職労
蓑島真吾さん

開催時期を2月から変更。
陽光降り注ぐ日比谷野音
（写真上）。石川・能登町職
労の蓑島さん（写真左）は
「能登半島地震への自治労
支援に感謝する」とし、復
興への決意を述べた

地
方
自
治
法
改
正
案
の

徹
底
審
議
を
求
め
ま
す

最
終
盤
を
迎
え
た
通
常
国

会
で
は
、
地
方
自
治
法
改
正

案
の
審
議
が
佳
境
を
迎
え
て

い
ま
す
。
今
改
正
は
、
災
害

時
等
の
想
定
外
の
事
態
へ
の

対
応
の
た
め
、
個
別
法
に
依

ら
ず
国
が
地
方
自
治
体
に
指

示
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
地
方
分
権
を
逆
行
さ
せ

る
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

が
二
転
三
転
し
た
こ
と
は
記

憶
に
鮮
明
で
す
。
ま
た
2
0

1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
時

の
過
酷
事
故
を
踏
ま
え
た

『
原
発
事
故

自
治
体
か
ら

の
証
言
』（
今
井
照

著
）

に
は
「
国
が
住
民
を
守
っ
て

く
れ
る
な
ら
い
い
け
ど
、
守

ら
な
い
。
自
治
体
が
や
る
し

か
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
私
は
こ
の
言
葉
を
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

事
前
協
議
の
義
務
化
等
、

地
方
分
権
を
固
持
す
べ
く
、

立
憲
民
主
党
は
政
府
与
党
と

修
正
交
渉
を
続
け
る
と
と
も

に
、
徹
底
審
議
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

自治労から地方自治法改正案について
要請を受けました（5月21日）
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